
　

菱刈荒田
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☆
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
は
、
以
前
、「
校
区
公
民
館
活
動
推

進
委
員
会
」
と
い
う
名
称
で
し
た
。

　
当
時
は
、
校
区
民
の
融
和
を
図
る
た

め
の
体
育
・
文
化
行
事
が
主
な
活
動
で
、

地
域
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
学
級
や
ふ
る

さ
と
学
寮
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
が
盛

ん
な
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
、
地
域
の
安
全
安
心
、
地
域
活

性
化
な
ど
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
組
織

と
し
て
、
大
口
地
区
に
お
い
て
は
平
成

19
年
度
、
菱
刈
地
区
に
お
い
て
は
平
成

23
年
度
に
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

☆
校
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
自
分
の
地
域
の
「
自
慢
や
、
課
題
は
？
」

と
聞
か
れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

は
答
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
そ
の
自
慢
の
活
用
、
課
題
へ
の
取
組

み
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
」
を
聞
か
れ

た
時
、「
で
き
て
い
る
」
と
答
え
ら
れ

る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
⋮
。
今
ま
で

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

明
確
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、＂
地

域
の
自
慢
や
資
源
＂と
、＂
地
域
の
課
題
＂

が
今
、
全
て
の
校
区
の
「
校
区
ま
ち
づ

く
り
会
議
」
の
な
か
で
、
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
基
に
、
10
年
後

の
自
分
、
家
族
、
地
域
を
想
像
し
、
私

た
ち
は
何
を
活
か
し
、
課
題
を
解
決
す

る
取
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

真
剣
に
考
え
る
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
、
す
で
に
動
き
出
し
て

い
る
取
組
み
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま

す
。

☆
東
北
の
被
災
地
で

　
語
ら
れ
た
名
言

　「
大
き
く
強
力
な

一
人
の
リ
ー
ダ
ー
よ

り
、
小
さ
な
リ
ー
ダ

ー
が
各
所
に
沢
山
存

在
し
、
お
互
い
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

こ
と
こ
そ
が
、
真
の

リ
ー
ダ
ー
そ
の
も
の

で
あ
る
。」

第
４
回

　
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
話
題
は
、「
地
域
資
源
・
地
域
課
題
」
で
す
。

　
桜
の
名
所
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
、
川
の
イ
ベ
ン
ト
・
・
。
そ
の
他
、
今
月
は

花
見
や
総
会
な
ど
も
あ
り
、
い
つ
も
と
は
違
う
人
た
ち
と
話
を
す
る
機
会

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、「
見
て
・
聞
い
て
・
食
べ
て
・
参
加
し

て
」
地
域
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
ん
で
い
る
地
域
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

いさドラゴンカップ 2012

忠元公園夜桜提灯

時間　18 時 30 分～ 22 時
４月 8日（日）まで！

「手羽キング」の
のぼり旗が目印！

手羽キング取扱店
増加中！

只今参加者募集中！
４月 29 日（日）開催！
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　
市
が
、
平
成
21
年
に
実
施
し
た
「
男

女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民
意

識
調
査
」
に
よ
る
と
、
配
偶
者
等
か
ら

の
暴
力
を
受
け
た
経
験
が
「
１
度
で
も

あ
る
」
と
回
答
し
た
女
性
は
、
38
％
と

な
っ
て
お
り
、
約
３
人
に
１
人
が
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
を
経
験
し
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
経

験
に
つ
い
て
は
、す
べ
て
の
項
目
で「
経

験
が
あ
る
」
ま
た
は
「
経
験
は
な
い
が

見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
受

け
た
経
験
が
あ
る
人
に
、
そ
の
相
談
先

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
家
族
や
親

戚
」
19
・
８
％
、「
友
人
・
知
人
」
20
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、「
ど
こ
に
も
、

誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」
と
答
え
た

人
が
39
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
暴
力

が
潜
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に

対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

の
項
目
で
「
ど
ん
な
場
合
も
暴
力
に
あ

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

た
る
と
思
う
」
の
割
合
が
高
い
も
の
の
、

こ
の
割
合
が
最
も
高
い
項
目
で
も
９
割

を
超
え
て
お
ら
ず
、
暴
力
を
容
認
す
る

意
識
が
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
形
成
し
て
い
く
上
で
、
克
服
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
暴
力
の

背
景
に
は
、
社
会
全
体
と
し
て
根
強
く

残
る
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

や
男
女
間
の
経
済
格
差
、
上
下
関
係
な

ど
が
あ
り
、
個
人
の
問
題
で
は
な
く
社

会
の
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
認

識
に
立
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室
　

　
女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
４
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
今
回
は
、
若
い
女
性
に
多
い
美
容
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

　
つ
け
ま
つ
毛
よ
り
自
然
で
ア
イ
メ
イ

ク
の
時
間
も
短
縮
で
き
る
「
ま
つ
毛
エ

ク
ス
テ
」
は
、
目
力
ア
ッ
プ
に
は
強
力

な
味
方
で
す
が
、
つ
け
る
際
に
使
用
す

る
接
着
剤
に
よ
る
危
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル

　
目
が
し
み
る
・
痛
い
・
充
血
・
ド
ラ

イ
ア
イ
・
角
膜
の
キ
ズ

ど
こ
で
や
れ
ば
安
全
な
の
？

　
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
は
高
度
な
技
術
と

衛
生
面
で
の
知
識
が
必
要
な
の
で
、
厚

生
労
働
省
は
「
美
容
所
の
届
け
の
あ
る

施
設
で
美
容
師
の
有
資
格
者
が
行
う
こ

と
」
と
し
て
い
ま
す
。

◆
ア
ー
ト
メ
イ
ク
（
皮
膚
に
針
を
用
い

　
て
色
素
を
注
入
）

　
ま
ゆ
毛
の
形
を
整
え
た
り
、
ア
イ
ラ

イ
ン
を
引
く
の
は
意
外
と
難
し
い
も
の
。

ま
た
、
温
泉
や
プ
ー
ル
で
化
粧
が
と
れ

る
と
「
麻
呂
ま
ゆ
」
に
な
る
こ
と
も
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
ア
ー
ト
メ
イ
ク
を
す

女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

暴
力
の
防
止
と
救
済
に
向
け
た
環
境
の
整
備

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

る
人
も
い
ま
す
が
、
危
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
！

ト
ラ
ブ
ル

　
危
害
事
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
サ
ロ
ン

で
医
師
以
外
の
人
か
ら
施
術
を
受
け
た

ケ
ー
ス
で
す
。
多
く
が
腫
れ
・
化
膿
と

い
っ
た
症
状
が
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ト
メ
イ
ク
の
除
去
は
難
し
い
の
？

　
ア
ー
ト
メ
イ
ク
は
簡
単
に
で
き
て
も
、

除
去
は
医
療
機
関（
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

で
行
う
こ
と
に
な
り
、
費
用
も
時
間
も

か
か
り
ま
す
。

◆
ピ
ア
ス

　
ピ
ア
ス
は
耳
た
ぶ
に
留
め
具
が
な
い

の
で
お
し
ゃ
れ
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル

　
細
菌
感
染
・
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
。

　
専
門
医
（
皮
膚
科
、
美
容
外
科
、
形

成
外
科
な
ど
）
の
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
㈳
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
「
美
容

ト
ラ
ブ
ル
に
さ
よ
う
な
ら
」
か
ら
抜
粋

美
容
ト
ラ
ブ
ル
に
さ
よ
う
な
ら
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

受診率 65％達成にご協力ください！

恐
ろ
し
い
特
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
元
気
で
働
き
、
生
活
す
る

た
め
に
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
で

き
る
健
診
の
日
を
、
年
１
回
は

優
先
し
て
欲
し
い
と
、
作
戦
を

実
行
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　「
健
診
特
典
　
お
得

　
　
　
　
な
健
康
サ
ポ
ー
ト
」

　
も
し
、
健
診
で
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
高
い
と
分
か
っ
て

も
、
心
配
は
無
用
で
す
。
特
定

保
健
指
導
担
当
が
健
康
づ
く
り

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
う
運
動
や
食

事
な
ど
を
一
緒
に
考
え
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
作
戦
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人

（
40
歳
以
上
74
歳
以
下
）
は
、

勤
務
先
ま
た
は
加
入
す
る
各

医
療
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。「
特
定
健
診

大
作
戦
」
の
期
限
ま
で
あ
と

一
年
。
伊
佐
市
の
人
々
の
健

康
と
健
闘
を
祈
っ
と
る
よ
!!

　
こ
の
４
年
間
、
市
民
の
方
々

に
特
定
健
診
を
受
け
て
い
た
だ

く
よ
う
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
伊
佐
市
国
民
健
康

保
険
で
は
平
成
23
年
度
は
、
受

診
率
50
％
を
越
え
ま
し
た
。
し

か
し
24
年
度
の
目
標
は
65
％
で

す
。
そ
こ
で
、
健
診
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
得
な

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　
　「
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
お
得
な
健
診
」

　
特
定
健
診
は
、
症
状
が
出
る

前
に
異
常
を
発
見
で
き
る
手
段

で
す
。『
あ
る
日
突
然
倒
れ
た
』

『
気
づ
い
た
と
き
は
手
遅
れ
だ
っ

た
』
と
い
う
こ
と
の
無
い
よ
う
、

毎
年
、
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
！

　
　
　
　「
年
一
回
　
お
得
な

　
　
　
　
時
間
の
使
い
方
」

　
生
活
習
慣
病
は
、
人
々
が
気

づ
か
な
い
う
ち
に
身
体
を
お
び

や
か
す
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
長
期
間
の
治
療
、
入

院
・
手
術
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

作戦
２

作戦
１

作戦
３

　「特定健診大作戦」が実行
されて５年目を迎える。
　作戦は順調だろうか。

◎ 国民健康保険加入者の特定健診の受診方法

① 集団健診

 ４月 10 日（火）～ 20 日（金）大口元気こころ館
 ４月 21 日（土）～ 25 日（水）菱刈総合保健福祉センター（まごし館）　
 受診希望者に受診券を送付していますが、受診券がなくても（申込みし
 ていなくても）、期間中なら受診できます。
 土・日も実施し、胃がん検診等（有料）も受診可能。タクシー助成券あり。

② 情報提供
（H23 より開始）

 伊佐市内医療機関、水俣医療センターに生活習慣病で定期通院中の人は、
 市が送付する情報提供票を本人承諾の上、病院に提出し、病院が検査項目
 を全て記載し市に送付すれば、特定健診を受診したことになります。※注

③ 個別健診
 医療機関に定期的にかかっていない人は、伊佐市内契約医療機関、水俣
 医療センター、人吉総合病院にて特定健診を無料受診できます。

④ 人間ドック
 契約医療機関にて、市助成ドック（1日・女性・PETがん・脳）を受診すれば、
 特定健診を受けたことになります。

⑤ 職場健診
 健診結果（特定健診項目）を市に提出すれば、
 特定健診を受診したことになります。

無料受診｛

いずれかの方法で
受診してください

※注　情報提供に係る本人負担は無料。ただし、通常治療行為（診断、血液検査等）は、有料となります。
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

レ シ ピ
春きゃべつと鶏肉

のごまからし和え

き
ゃ
べ
つ

　
①　きゃべつは芯を除いて６～７mm幅の
　細切りにする。
②　鶏肉は塩をすり込み、酒をからめてし
　ばらくおき、こんがり焼く。
③　ボウルに Aときゃべつを入れて混ぜ、
　しんなりしたら手で細かくさいた鶏肉と
　ちぎった香菜を加えて混ぜる。

〈作り方〉

〈材　料〉　（４人分）
きゃべつ　　300 ｇ　　 鶏胸肉    　250 ｇ
塩　　　　　適量　　　酒        　　適量

｢ 大地の恵み、旬の素材の味をいかして…」

　　練りからし　大さじ１
　　ごま油　　　大さじ１
　　塩　　　　　小さじ 2/3
　　香菜　　　　適宜

Ａ｛

生

　

Vol.18

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
未
曾
有
の
大
震
災
で
被
災
し

た
多
く
の
ま
ち
の
中
で
、
偶
然

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
1
本
の

絆
。
小
さ
く
て
も
継
続
的
に
支

援
を
続
け
て
き
た
宮
城
県
南
三

陸
町
へ
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

１
年
間
、
伊
佐
市
の
職
員
２
人

が
、
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
、
同
町
が
求
め
る
職

種
に
対
応
し
、
震
災
復
興
計
画

策
定
と
税
務
関
連
の
職
場
へ
配

属
さ
れ
ま
す
。

　
南
三
陸
町
の
今
は
ど
ん
な
様

子
な
の
か
。
こ
の
「
南
三
陸
だ

よ
り
」
で
は
、
派
遣
職
員
２
人

の
近
況
な
ど
を
連
載
し
ま
す
。

︻
南
三
陸
町
は
、
こ
ん
な
ま
ち
︼

　
平
成
17
年
10
月
、
志
津
川
町

と
歌
津
町
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

「
南
三
陸
町
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
人
々
の
絆
を

大
切
に
す
る
南
三
陸
町
が
、
合

併
５
周
年
の
節
目
に
制
定
し
た

「
町
民
憲
章
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
町
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

共
に
成
長
し
て
ゆ
く
こ
と
を

小倉史郎　主査
南三陸町復興企画課

上田恒静　主事
南三陸町町民税務課

願
っ
て
こ
こ
に
希
望
の
姿
を
う

た
い
ま
す
。

海
の
よ
う
に
広
い
心
で

　
魚
の
よ
う
に
い
き
い
き
泳
ご
う

山
の
よ
う
に
豊
か
な
愛
で

　
繭
の
よ
う
に
み
ん
な
を
包
も
う

空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
瞳
で

　
川
の
よ
う
に
命
を
つ
な
ご
う

大
き
な
自
然
の
手
の
ひ
ら
に

　
抱
か
れ
て
い
る
町
　
南
三
陸

※
憲
章
は
「
前
文
」
と
４
文
節

　
か
ら
な
る
「
本
文
」
で
構
成

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

Vol. ０
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問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
少女は卒業しない　朝井リョウ（出版：集英社）
　廃校が決まった地方の高校での最後の卒業式。
この「さよなら」は、きっと世界の扉をひらく―。
恋愛、友情、将来の夢、後悔、成長、希望など、
青春のすべてを詰め込んだ連作短編集。　　　

（新刊全点案内より引用）

【４月の休館日】
４月     ２日（月）・    ９日（月）
　　 16 日（月）   ・23 日（月）

【　児　童　】
ゆめのスカイツリー accototo
ちょうつがいきいきい 軽部武宏
トンネルをほる エドワード・ミラー
東北んめえもんのうた 長谷川義史

【　一　般　】
ＰＫ 伊坂幸太郎
とにかくうちに帰ります 津村記久子
厩橋 小池昌代
私の中の男の子 山崎ナオコーラ

【イベント情報】
図書館まつり
日　時　４月 21 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　伊佐市立菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ」による大
　　　　型絵本や紙芝居の読み聞かせ、劇など
ふれあいメルヘンひろば
日　時　４月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

図書館ボランティア「ぎんなん」から会員募集
　読書活動推進の一環として、市立図書館といっしょに、
絵本や紙芝居など読み聞かせ活動を実施しています。
申込・問い合わせ先　大口図書館　　　　　☎�０４１７

2012・第 54 回「子どもの読書週間」
期間　４月 23 日（子ども読書の日）～５月 12 日
標語　君と未来をつなぐ本

【図書館へ献本】
新薗眞智子さん　（下目丸）　
永山保雄さん　　（尾之上）
前田忠亮さん　　（新町）




